
昭和20年頃の二十間道
路。この荒れた土の道に
春、桜が咲き並ぶ姿は今
とは違う美しさがあった
に違いない。桜の木々は
まだ低いことが分かる。

龍雲閣と伊藤博文の絶筆
といわれる書（下）

　

日
本
の
桜
並
木
の
大
部
分
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で

あ
る
。
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
山
桜
系
だ
か
ら
、
花

盛
り
に
葉
も
出
て
開
い
て
し
ま
う
の
と
、
花
が
紅

色
が
か
っ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
少
し
地
味

に
な
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
風
情
が
あ
る
の
だ
が
、

明
る
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
見
慣
れ
た
人
に
は
派
手

や
か
さ
が
足
り
な
い
、
と
い
う
人
も
少
な
く
な

い
。
山
桜
系
の
並
木
と
い
う
の
は
よ
そ
に
は
な
い

か
ら
、
そ
の
点
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
桜
並
木
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
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地
元
の
人
々
が
守
り
育
て
て
き
た「
道
」

　

北
海
道
で
は
5
月
の
黄
金
週
間
の
頃
に
桜
の
季
節
を
迎

え
る
。
二
十
間
道
路
の
桜
並
木
は
1
9
6
4
（
昭
和
39
）

年
に
第
１
回
し
ず
な
い
桜
祭
り
が
行
わ
れ
て
以
来
、
桜
の

季
節
に
は
毎
年
、
20
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
阿
波
踊

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
咲
き
誇
る
壮
大
な
桜
並
木
の
下
で

行
わ
れ
、
思
い
思
い
に
長
い
冬
を
終
え
て
訪
れ
た
春
を
楽

し
む
。1
9
8
6（
昭
和
61
）年
に
は「
日
本
の
道
百
選
」（
建

設
省
）、
1
9
8
7
（
昭
和
62
）
年
に
は
「
北
海
道
二
十

景
北
の
彩
時
記
」（
北
海
道
郵
政
局
）、
1
9
8
8
（
昭
和

63
）
年
に
は
「
北
海
道
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
選
」（
同
実

行
委
員
会
）、
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
に
は
日
本
さ
く

ら
の
会
に
よ
る
さ
く
ら
名
所
百
選
の
一
つ
に
も
選
ば
れ

た
。
ま
た
、
1
9
9
3
（
平
成
5
）
年
に
は
「
北
海
道
ま

ち
づ
く
り
1
0
0
選
ふ
る
さ
と
の
魅
力
の
発
掘
部
門
」（
同

実
行
委
員
会
）、
1
9
9
4
（
平
成
6
）
年
に
は
読
売
新

聞
社
の
「
新
・
日
本
街
路
樹
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高
校
生
の
協
力
に
よ

り
、
沿
道
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
る
。
春
に
は
桜
を
、
秋
に
は
秋
桜
を
愛
で
よ
う
と
い
う

粋
な
取
り
組
み
だ
。

　

1
9
0
3
（
明
治
36
）
年
に
行
啓
道
路
と
し
て
開
か
れ

て
か
ら
1
0
0
年
。
そ
の
間
、
地
元
の
多
く
の
方
々
が
こ

の
桜
並
木
を
愛
し
、
成
長
を
願
っ
て
手
入
れ
を
続
け
、
守

り
育
て
て
き
た
こ
と
に
も
う
一
度
、
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。


